



一 ヘ ミン グウ ェイの 「10人の イン デ ィア ン」に ついて・
池 内 正 直
は じ め に
EarnestHemingwayの短 編佳 品"TenIndians"は,1926年5月'に執 筆
され,そ の後1927年に出版 された短編 集MenwithoutWomenに織 り込 まれ
た作品 であ る。 この ころ作者 は,マ ドリー ドの初夏 の熱暑 の 日々に1人 耐
えが た く,ま たや がて2人 目の妻 とな る当時 イ タ リア に滞在 中 のpauline
Pfeifferへの恋情 を抑 えがた く,こ こはただ 「書 くこ と以外 に術 はな く」,
この作品 をは じめ,"TheKillers","TodayisFriday"の名作3編 を,た っ
た2,3日 の内に一気に書 きあげた とい ういわ くつきの もので あるω。
つ ま りこれ らの3作 品は,作 者 の最初の結婚 に よる幸 せな"lovelymagic
time"が遥 か彼方 に過 ぎ,今 では"nightmarewinterof1925-26"から,
"murderoussummerof1926"にと続 く(2),嵐の ような時期の もので,作 家
自身の 内面の苦悩 や動揺 を反映 するかの ように,ほ かの短編 には見 られない
ような過激 な題材 を扱 った作品なの である。"TheKillers"は,仲間 を裏切
った ボ ク サ ー とそ れ を 追 って い る2人 組 の殺 し屋 の 話 だ し,"Todayis
Friday"は,キリス トを礫 り付け に して きたば か り兵 士達の姿だ し,「10人
のインデ ィアン」は,(表 向 きは)Nick少年 の有頂 天の恋の喪失の物語だか
ら。
本 稿で は,こ の 「10人の インデ ィアン」 を とりあげ,そ の作 品の読 み方
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4)として,作 品のタイ トルは 「10人の…」 となっているにもかかわ らず,
作品をよく読めば,実 は 「11人のインディアン」が,話 題にあげられてい
るか らであ る。(作品を普通に読むと,酔 っ払 ったインデ ィアンが9人 い
て,や がて主要な話題になる主人公のガールフレン ドのインディアンの話で
ち ょうど10人めになる。それゆえ,〈これでピッタリ10人のインディアン。
それでいいじゃないか〉 と,誰しも思ってしまう。少な くとも,筆者 〔を始
め,何 人かの学生諸君〕は,そ うであった。 ところが,本 年(2003年度)
筆者が担当する1年 生のゼミで,あ る学生から 「じゃあ,終 わ りの方に出
て くる,少女の男友達のインデ ィアンは,ど うなるんですか?こ れを入れ
ると全部で11人になるん じゃないで しょうか…」 とい う発言が飛び出 し
た(3)。虚 を突かれた筆者は,「う一ん…,そ れもそうだね一。誰か,ど うか





を展開 していきたい。作品は手元のテキス トではたった6ペ ージ,翻 訳で
も文庫本にして10ペー ジほどのものだがω,まずそのス トー リーを5部 に分
けて,要点を記 しておこう。
インデ ィアンは,11人いたはず では?一 ーヘ ミン グウェイの 「10人の イン ディアン」について一3
1.失 恋の物語?
まずス トー リーの展 開については,お よそ次の ようにま とめ るこ とがで き
るだろ う。
1.あ る年 の独立記 念 日(7月4日)の 夕刻,ニ ック少年 はGarner家の
一家 の馬車に乗せて も らって,そ の1日 を楽 しんだ町 か らの家路 をた ど
って いる。途 中 には酔 っ払 った イン デ ィア ンが道路 で寝込 ん でい る。
ガー ナー氏 は 「町外 れか らここまでで9人 目だ(331)」と言 いなが ら,
男 を道路脇 に引 きず り出す。
2.ニ ックは ガー ナ ー家 の息 子 た ち に,イ ン デ ィア ンの 少女Prudence
Mitchellと毎 日会 って いるこ とを暴 露 され,「照れ くさ く(felthollow
andhappyinsidehimself)(332)」思 う(5)。ガー ナー夫妻 か らも,2人 の
一層 の親密 な交友 を冷 やかされた りそそのか された りす る
。
3.ガ ー ナー家 にた どりつき,ニ ックは父親 の待 つ 自宅に急いで帰 る。
4.親 子 はそ の1日 にあ った ことを語 りあ う。 ニ ックは父親 か ら,プ ルー
デソスが森 の中 でFrankWashburnと「大 は しゃぎしなが ら,… 地面を
ころげ まわ って,… 楽 しんで いた(335)」こ とを聞 く。 やがて鳴咽を こ
らえ きれず,食 欲 もな くな る。
5.床 に入 って湖水や松籟の音 を聞 きなが ら,胸 が張 り裂け る気持 ちを覚
えている。翌朝 も目覚めて暫 くする と,心 の痛 みを思いだす。
この 日はア メ リカ人 に とって,1年 の うちで最大 の祭 りの 日であ り,ニ ッ
クに とって も,も っ とも楽 し く過 ぎて いい はずの1日 であ った。そ の幸 せ
な1日 の最後 の ときに いた って,胸 の張 り裂け る思い をす る とは,な ん と
皮 肉な こ とであ ろうか。 もっ とも,先 住民 のインデ ィアンに とっては,こ の
日が最 大 の屈辱 の 日で あ る とい う,も う1つ の皮 肉 が重 な るの で はあ る
がθ。その ドラマが,ど んな風 に表現 されてい るか,ま ず,ニ ックの恋愛 の
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話題に焦点を当てて,も う少し詳細に読んでみよう。
ニ ックは,そ の 日み んなで町 へ行 くことが で き,野 球 を楽 しむ こ ともで
き,「すて きな1日,楽 しかった1日(333,335)」を過ごす こ とがで きた。
その うえ,毎 日会 って いるほ ど仲が よい プルーデンスの こ とを,周 りの人 々
か ら冷や かされれて,上 述の とお り 「空 うさを帯びた幸福感 をひそかに味 わ
う(felthollowandhappyinsidehimself)」こ ともで きた。恋 の始 ま りを経
過 してい る者の常 として,そ れ を冷や かされ れば嬉 しい し,ま た同時 に恋 し
い者 がい る喜び と,そ の恋 しい人 が今 す ぐ傍 にいない とい う催 しさ との,最
高 に贅 沢な幸福感 を享受 して いるのであ る。(これは恐 ら く,ス ペ インで こ
の作品 を執筆 してい る作者 が,ボ ローニ ャの空 の下 にい るポー リーソに寄せ
ていた切 ない思いが,ま るご と表 出された一 節であろ う)。
楽 しい こ とが い ろい ろあ っ た1日 の 終 わ りには,彼 は 自分 の靴 を ガー
ナー さんの馬車 に忘 れて くるほ どに(334)舞い上 がってい る(7)。お腹 もぺ
こぺ こで(334)。そ んな タイミングの ときに,父 親 か らプルーデ ンス とそ
の男友達 が一緒 にいた こ とを聞 かされれば,そ れ について根掘 り葉掘 り聞 き
た くな るの も自然 な人情 である。彼女 が,「どこで,何 を,誰 としていたか,
…どんな風 だったか,嬉 しそ うだったか どうか,森 の どのあた りにいたのか
(335-6)」等 々 と,畳 み掛け る ように。 これ に対 して,「ず いぶんサ デ・fス
テ ィ ックに息 子 に応 え てい る」(8)父親 が席 を立 った後,ニ ックは泣 き始 め
る。 食事 が喉 を通 らな くな った とき(336),恋の病 いは もっ とも重症 に陥
った ときであ る。
その後,彼 はベ ッ ドで枕に顔 を伏せ て,「心が張 り裂け る(336)」思 いに
圧倒 され る。感覚 も思考 も麻痺 した状態で,受 身的 な聴覚だ けが,隣 の部屋
の父の動作や,家 の外 の波や風の音を感 じている。彼の胸の痛 みは,直 接的
な文字 で表 現 されていな いが,そ の 日の夕食時 までの高揚 か ら,"父 の残酷
趣味的 な"話 を経 て,最 後の無感覚状態 への墜落 に見る コン トラス トのなか
インディアンは,11人いたはずでは?一 ー ヘ ミソグ ウェイの 「10人の インデ ィアン」について一5
に,十分読み とることができるだろう。夜中に目覚めても,朝 になって目覚
めても,風や波に対する聴覚が働 くだけで,思 考はそのまま急停止 してしま
っている。「心が張 り裂けているのを思い出すのにも,ず いぶん時間がかか
った(336)」。読者はそこに,彼 の喪失感の大 きさを読み とることができる
だろう。
この作品は少年の初恋の終わりを,切 り詰めた文章で,余 計な説明を一切
加えずに描いている。背景にはミシガンの大 自然があって,楽 しい祭 りの日
があって,そ のなかを馬車や時間ははゆるやかに進む。ニックにとってそれ
は,周 囲の人 々に励まされさえした恋のはずであった。だが,終末は急転直
下,突 然にやってくる。 しかも,相手の少女に裏切 られるような形で。その
ような意味で この作品は,少年の夢い恋を,美 しく痛ましく描写 した名品と
読んでよいであろう。実際周知の とおり,この作品の原稿段階のタイ トルの
候補のなかには,「失恋("BrokenHeart")」という案 もあったのだから(9}。















する(332)」と侮辱 している。夫人はさらに,息 子のカールに 「あんたっ
て女の子にもてないのね。インディアン娘(squaw)にさえも(332)」と言
い,夫 の耳元に何か(イ ンディアンを見下すような 〔と想像できる〕こと)
をささやいて彼を笑わせている。そのあたりのやりとりは,ガ ーナー氏が,
「女の子にもてな くても何の問題はない」 と㈹,息子を慰め/冷やかしなが






















最初のイタリックスの個所(「パパはい くらなんで も,インデ ィアンの女
の子 となんかとつきあったことなんかないよね一」)は,ガーナー家の息子
の1人 が,先 住民に対 して母親 と同様の,侮 蔑的な態度をもっていること
をよく示す一節である。2番 目のイタリックス体にした一節では,具 体的に
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どんな内容 の言葉 が囁 かれてい たのか,作 者は い っさい語 って いない。 だ
が,ガ ー ナー夫人 の言 葉 は,恐 ら くインデ ィア ンにつ いての品 のない冗談
か,侮 辱 的な もの であ るのは文脈 か ら明 らかだろ う。(た とえば,夫 の直前
の言葉 を受けて 「インデ ィアン女 は身持ちが悪 いんです ものね/す ぐ浮気 を
しますか らね」 といったこ ととか,あ るいはその前後 のガーナー氏の笑 い方
か ら推 測 して,「昔はあ なた もインデ ィアンの娘 と遊 んでた ことがあ った わ
ね」 といったこ とだろ うか)ω。
先住 民 に対 す る この ような無理解 は,ニ ックの 父親 に も見 るこ とがで き
る。 つま り,そ れ らの人 々の こ とをパ ターン化,一 般化 して考 えて,そ の 日
イン デ ィアン 集落 の 「連 中 はみ んな 町 へ行 って酔 っ払 って いた んだ ろ う
(335)」と語 った り,息 子のガール フ レン ドの様子 について も,ま った く無
神経な語 り方 をした り,応 答 した りする ところな どに。 その民族 の人 々個性
を慮 った り配慮す る思 い,す なわち,"EveryoneisSpecial"の精神 が⑫,欠
け ているのであ る。 また,い つ もより"grand(334)"な夕食 を用意 して い
る ところに も,こ の祝 日の 白人共通 の,(先 住 民側か ら見 れば)身 勝手な気
持ちが示 されて いる。
一方,夕 食の テー ブル で,父 親 の語 るプルー デソ スの様子 か らは,彼 女の
明 る く,屈 託のな い姿 が浮 かんで くる。(た だ し,父 親の語 る事 柄が 〈信用
で きるかどうか〉,とい うことについては,後 に検討 す る)。ニ ックが寄せ て
い る思 いな ど,ま るで眼 中にないかの よ うに 「楽 しみ,こ ろげまわ り,悦 ん
で いる(335-6)」のであ る。 ここは彼 女が森 のなかの大地 の上 で,男 の子
と愛 し合 っているように読め る個所 だが,こ の よ うな ことは,先 住民 の習慣
か らすれば,ま た この作家 の ほかの短編,"FathersandSons"の女 の子 の
行動パ ターン からすれば,決 して異常 な もの とは言 えない。 む しろ,お お ら
かで豊饒な太古の 自然 につながるよ うな懐 かしさが感 じられる個所 である。







の姿勢 とは,な ん と対照的な有様を示していることだろう。 白人 も白人な
ら,先住民も先住民で,そ れぞれの思いや行動は一方的で,共感しあうとこ
ろがまるでない。こうして,ニ ックは(主 観的には)惨 めで,(また客観的
には)滑 稽な失恋を経験することになる。このような観点か らすると,この
作品は,7月4日 を巡 って,ま たニ ックを軸にして,上述のような様々のコ





ところで,ニ ックの父親 は,機 嫌 よ く帰 って きた息子にむか って,な ぜあ
れほ どまでに"サ デ ィス ティックなほ どに"委 細 を尽 くして,プ ルーデンス
とフラン ク ・ウォ ッシ ュバーンの恋の戯れを語 るのだ ろうか。 もっとも,そ
れは,彼 女 との恋愛 に夢中 にな ってい る息子の質問が,執 拗 であ ったか らか
もしれない。 だが,そ もそ も氏は,そ の 日の午後の散歩で 「お まえ さんの友
達 の プル ーデ ィーを見 かけた よ(335)」な どと言 う必 要は なか った のでは
ないか。 ま して,そ の後の話の展開か らすれば,息 子 にシ ョックをあた える
ことにな るはずであ り,む しろは じめか ら口外せず,黙 っていて もよい話柄
なのであ る。 そ うい った こ とを思 うにつけて も,ま ず何 よりも,こ の父親の
話 とい うは一 体 〈信用 で きる話 なのか〉,とい う疑 問を抱 かさ るをえないの
である。
そ う言 えば,プ ルーデン スが森でフ ラン ク ・ウォ ッシ ュバーン と一緒 に大
インデ ィアンは,11人いたはず では?→ ミングウェイの 「10人の イン ディアン」について一9
騒 ぎを していた こ とを語 った とき,こ の父親の 目は,「息子 を見て いなか っ
た(335)」。 これ は実際 の ところ,息 子 の心情が哀れ過 ぎて,正 視す るこ と
がで きなか ったためか もしれない。だが反面では,彼 が(ひ ょっ とす る と,)
ウソをついていて,内 心に臆す るところがあ るため に,直 視で きな かった か
らである と解 する こともで きるだろ う。 また,少 女の名前はプルーデ ィー と
愛称 で呼びなが ら,相 手の少年の ことは,こ とさらフルネー ムで,し か も2
回 も言及 しているこ とも,ど こかわさ とらしく思えないだろ うか。
またさ らに,ニ ックが 「お父 さんは2人 の"姿 は見な か った"と 言 った
じゃない(335)」と答 め る ところが ある。確 かに父親の言葉 には,や やシ
ドロモ ドロの ところがな くはな い。 その点,氏 の話の正当性 が,い ささか疑
われ る ところであ る。 もう1個 所 気 にな るの は,氏 が息子 との会話 の途中
で,立 ち上が って台所 に行 くところ。 この とき,氏 はわさわ ざそ こに行 っ
て,何 らかの用事 を足 してい るよ うには,い っさい述 べ られていな い(335
-6)。 これは解釈の仕方 に よって は,息 子 の悲 しむ様子 を見な いよ うに して
いる,氏 な りの一種の優 しさ と理解 するる ことも可能 だろ う。 だがむ しろ,
氏 自身の 困惑 を隠す ための,弱 気 で逃 避的 な心情 の表 れ と,と れ な くもな
い。概 して,こ の父親の息子 に対す る言辞や行動 には,暖 昧 さや不可解 さが
付 きま とっているのであ る。
また,SusanFBeegelのエ ッセー による と,"TenIndians"の結末 に近
い この2人 の対話 が途切 れた個所 で,草 稿の段 階で は,父 親 が1人 だたず




息子の胸を痛めるようなことをさんさん言 ったあ とで,「子供に,い ろんな
ことを語ったりいたしませぬよう,…世の中が一体どんな仕組みになってい
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るかを語ったりいたしませぬよう,ど うかお護 り下さい」 と祈るのも,勝手
な言いぐさのように思えるところだ。(だからこそ,出版時にはここは削除し
たのだろうか)。だがしかし,先の親子の対話の謎に関連 して,こ の個所を












不可解 さも,かな り納得がい くものになるのである。
またこのことと,本稿の冒頭で疑問にした作品タイトルの不可解さ,つ ま
り 〈言及される 「インディアンは11人いる」のに,な ぜタイ トルは 「10人
のインディアン」になっているのか〉 という疑問を考え合わせるたとき,三
の11人目のインデ ィアンは,ニ ックの父親の話のなかのフィクシ ョンであ
った,と 考 える ことがで きるので ある。 つま り,ニ ックの父親 の言葉 に出て
きたフラン ク ・ウォ ッシ ュバ ーン とい う男は,氏 が実際 に 目に した男ではな
いのである。氏のフ ィクシ ョンの言葉 のなかだけに しか,存 在 していないの
である。(も しそ うだ としたら,そ の理 由については後述 した い)。
だ とすれば,こ の作品 に登 場す るインデ ィアンで実在す るのは,タ イ トル
の とお りぴ った り10人なのであ る。,つ ま り,酔 っ払 いが9人 いて,ニ ック
の恋人 の プル ーデ ソスが10人め に当た るのであ る。 した が って,こ の作品
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は 「10人の インデ ィアン(の こ と)」であ って,タ イ トルの正 当性は ゆるが
な いの で あ る。(な お,こ の作 品の 題名 に 関 しては,『 マザ ーグ ー ス』 の
「10人の インデ ィアン」 とい う歌の ポピ ュラーな題名 が,ヘ ミソグ ウ ェイの
念頭 をかすめ たであ ろ うこ とも,十 分考 え られ る。 また歌の なかで,10人
目の イン デ ィアンが,「結婚 して,そ れか ら誰 もいな くな った」 とい うこ と
も,作 品の もつ意味 に関係があ るか もしれない。それに ついては,後 述す る
こ とになるだろ う)'。
また実際,ほ かのインデ ィアンの名前,た とえば,プ ルーデソスをは じめ,
DickBoulton,やBillyTabeshowなどは,ヘ ミソ グウ ェイの複数の短編 作品
に再登場 している。 しか し,フ ランク ・ウォ ッシ ュバーン どい う人物 は,他
の作品 には再登場 してい ない。 このこ とも,こ のプルーデンスのボー イフ レ
ン ドが,ニ ックの父親の頭の なかで創 りあ げ られた抽象 的な名前 であ ること
の,も う1つ の証拠 にな るであ ろう。(も っ とも,作 中の彼女 のモデル とな
った女性には,実 在のボー イフレン ドもいた し,彼 女は産褥の床 で亡 くなっ
てい るようだが)㈹。
ではなぜ,ニ ックの父親は息子のガール フレン ドに関 して,こ の よ うなウ
ソめいた ことを言わなければな らなか ったのであ ろうか。そ もそ も彼 は 「お
まえさんの友達 のプル ーデ ィーを見かけた よ」な ど と言わず もながの こ とを
口に して,息 子 の心 を引 き裂 く必要 な どなか ったはずだ。人の親な ら当然そ
の くらいの ことは,分 かっているはずであ る。 に もかかわ らず,氏 はなぜあ
えて そんなこ とを言 ったのであろ うか。
4.フ ィク シ ョンの な か の フ ィク シ ョン




は,想 像 に難 くな い。実際 に父親は,そ れ らの こ とを十分承知の うえで,あ
えてその 日の プルー デンスの物 語 を語 ったのではな いだろ うか。 それによっ
て,息 子がその恋 を諦 めることを期待 して,そ んな フ ィクシ ョンを創作 した
のではな いだ ろ うか。
その第1の 理 由は,氏 やガ ーナ一家 の人 たちや,こ の作 品が書 かれた 当
時の少な か らさる人 々の もって いた,先 住民 に対 する差別意識 のゆえであろ
う。 この 父親 も,息 子 が インデ ィアンの娘 と付 き合 うこ とに対 して,ガ ー
ナ一家の人 々 と同様 に軽蔑 や反発 の感情 を もっていたのであろ う。 ま して,
万が一息子 が彼女 と結婚 で もす る ことになった らタイヘン。だか らこのウソ
は,2人 を早 く引 き離すための,実 に巧妙 な策 略であ ったのだ㈹。
理 由の第2と しては,こ の父親 が,あ る1人 の イン デ ィアン の男 に対 し
て抱 いてい る,屈 辱感のためであろ う。 氏は どこかで,そ れに対す る意趣返
しを したか ったはず。そ して実 は,こ の作品の表 面には表れていない ことで
はあるが,ほ かの作品やそれ らのモデル とな った人物 たち との関連 をあわせ
て読 む と,プ ルーデ ソス とい う少女は たまたま,"氏 に屈辱 を与 えた先住民
の娘"に 当た ってい るのであ る。
すなわち,ニ ックの登場する別の作品"FathersandSons"のな かには彼
の インデ ィアン の恋 人Trudyがい るが,彼 女のモ デルはPrudenceBoulton
とい う少女 であ り,ま た 「10人のイン デ ィアン」 のな かのプルー デン スの
モデル と同一人物 なので もある。 この トゥル ーディー は,"TheDoctorand
theDoctor'sWife"において,ニ ックの父親 に大恥 をかかせたインデ ィアン
の娘,す な わちDickBoultonの娘 とい うわ けであ るくiO。ニ ックの 父親 が,
自分 の息子 がそんな男の娘 とつ きあっている ことを快 く思わないのは,至 極
当た り前 の ことだ。 さらに一般論 として,デ ィックの娘が医者の息子のニ ッ
ク と結婚 で きれば,デ ィ ックたちはご機嫌 だろ う。ニ ックの父親 としては,
そんな男の願望は,木 っ端微塵 に砕いてや りたいのだ。
ヘ ミン グ ウェイ研 究の泰斗PhilipYoungは,父親 は その 日に 「目に した
インデ ィアンは,11人いたはずでは?一 ー ヘ ミソグ ウェイの 「10人のインデ ィアン」につい て一13
ことをニ ックに語ることによって,今 度は(自 分が屈辱をなめた分を息子に




'をしたかったのである。 しかも,その娘のふしだらさ とは,本 稿では(ヤ ン
グの文脈を少 し外れて,)あくまでもニックの父親の創作によるでっちあげ
であった。それだけになお,複雑で悪意のこもった仕返しなのである。
以上で,ニ ックの父親が息子の恋愛に対 してとった言動の理由は,お およ
そ明らかになったといってよいだろう。だがしかし,ヘ ミングウェイのこの
作品の背後にある,他の作品 との関連を視野に入れると,父親にこのような
態度には,も う少 し別様で重層的な根拠があって,こ んな展開になっている
ようにも考えられる。さらにそのうえ,作家 自身の女性や結婚について,あ
るいは父や母についての考え方 も,この作品に何 らかの影を落 としているの
ではないだろうか。もしそれ らのことを考慮に入れると,この父親の言葉や






面での斬新 さのほかに,扱 われるテーマや題材では,露 骨でどぎついセ ック
ス,暴 力,戦争,出 産,死 など。そしてまたタブーに挑戦して中絶,八 百長
試合,同性愛,殺 し屋,離 婚,病 める復員兵などが取 り上げられているとい
う点で㈹。これ らのこととも多少な りとも関わ りがあるだろうが,こ の作家
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の作品 に現れ る女性 たち も,あ る種の特性を もった人物像 を呈 している。
ヘ ミン グウ ェイの初期 作品 の女 性像で もっ とも特異 な点 は,母 親 が(「10
人の インデ ィアン」 に見 られ る とお り)不 在で あった り,憎 しみ や無視の対
象で あ る("Soldier'sHome")ことであ る。 さ らに女性 や若 い妻 たち に関
して言 えば,(い わゆ る 〈結婚がテーマの作 品群 〉 に見 る とお り)⑳,異性 と
の 良好 な関 係を保 って いた り,幸 せな結婚生 活 を して い る人物 は1人 もな
い とい うこ とで ある。 いずれの女性 も,男 性 との関係 に倦怠 した り,別 れの
瀬 戸際 にい る。 なかには,作 中の男たち に,"Amanmustnotmarry(``In
AnotherCountry,"〔271〕)"とか,"WewerereturningtoParistosetup
separateresidences(``ACanaryforOne,"〔342〕)"などと,あ か らさま
言葉 を言わせて いる作品 もあ る。 これ らの こ とは,作 者 自身 の実生活 を様 々
に反 映 した もの かも しれ ない。
前述の とお り,短 編の傑作 を量産 していた このころのヘ ミングウ ェイは,
2呑 めの ポー リーン と恋愛中だ った。 そして結婚 にいた るが,や がて"忍 耐
力の 弱 さ"の ため に離 婚。 さ らに"記 憶 力の弱 さ"ゆ え に,3人 めの女性
Marthaと結婚,離 婚,4人 めMaryとの結婚 に いた る。 しか し,間 もな く
「そ う欲望 させ,そ う決心 させ た」妻たち を責 め るようにな り,批 評家 か ら
は,「すべての女性 がヘ ミソグウ ェ・イをダメに した(failed/ruinedhim)」と
言われ るようにな るθ。 さ らにヘ ミソグウェイは,母 親 をその死後 まで憎み,
GertrudeSteinやZeldaFitzgeraldを軽蔑 し,ポ ー リーン を責 め,マ ー サを
罵 った とい う㈱。(随分 自分勝 手で,男 としては見下げた人物であ る)。
この ように,こ の作家 の作品の イン ター ・テクスチ ュアル な関連 とか,そ
の実 人生 におけ る女 性関係 や経 験 を見 る とき,ヘ ミソグ ウ ェイが 「10人の
・fンデ ィアン」 の父親 のキャラクター に,息 子 の女友達 の存在 や彼女 たち と
の恋愛 を好 ま し く思わない特質 を付与 するの も,極 めて 自然 の ことの ように
思 えて くる。換言 すれば,作 中の父親 がニ ックにウソをついたのは,ヘ ミソ
グ ウ ェイの作品 に共通 す る,女 性嫌 いの 側面 とか,女 性 が男 をダ メにす る
インデ ィアンは,11人いたはずでは?一 ヘ ミソグウ ェイの 「10人のインデ ィアン」について一15
(fai1/ruinhim)ことを怖 れ る特質 に,根 を もっている か らと考 え られ るの
である。 か くて,父 親の願 いはめでた く成就す る。
5-{2)作家 と父親像/父親'
ヘ ミングウ ェイの作品 のなかの父親 像について も,ネ ガテ ィヴな描 き方 し
かされ ていない,と い う評価 が一般 的であ る。 インデ ィアンの妊婦 の帝王切
開手術 に見事 に成功 した"IndianCamp"の父親 の医師 にして も,彼 のヒロ
イ ックな執 刀振 りよ りも,そ の想像 力や人 間性 の欠如 や医学 とい う暴 力を批
判 されて いる㈱。"FalseFathers,Doctors,andtheCaesareanDilemma:
MetaphorsasStructureinHemingway'slnOurTime"とい う迫 力の あるタ
イ トル の論文 の著者RobertE.Gajdusekによれば,ヘ ミング ウ ェイの作家
人生の ご く初期 の3篇 を見て も,そ れ ぞれの父親 は 「"OntheQuai"では存
在 せず,"IndianCamp"では 〔医師/人間 〕失 格者で あ り,"TheDoctors
andtheDoctor'sWife"にあ っては男 らしさが欠落 している」 と述べ てい
る⑭。 ま ともな父親は,最 初か らいないのであ る。
父 と息子 を主題に した もう1つ の作 品"FathersandSons"(1933)は,今
では成 人 して息子を もつニ ックが,父 親 を回想 した り息子の質問 に応 えた り
す る有様 を全知 の視点 か ら語 った もの である。 ここで描 かれ る父親は,「神
経 質で,感 傷的で,残 酷 で愚か,そ して悪運 に とりつかれた(489)」男で,
性 的に も不気味 であった り(489)いたず らに潔 癖であ って(490-2),息子
に与 えた教育的 な ものは,狩 猟 と釣 りだけ(490)であ った。 また草 稿の段
階 で書 かれていて,そ の後削除された個所 には,こ の両親の 「共通点のない
者 どうしの無惨 な結婚」 の ことが語 られてい るとい う㈱。たび たび言及 して
いる もう1つ の作品"TheDoctorandtheI)06'oパWife"(イタリックは筆 者
に よる,)で も,父 親 は卑 屈 で弱 々 し く表 現 さ れてい る。(タ イ トル が,
"...andhisWife"ではな い点か らして,意 味深 いであ ろ う。 すなわち,夫
人 は,"彼 とい う男性の妻ではな く,〔彼 の〕医師 とい う属性 の奥方"と い う
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意味合いになるのだから)。
作者の父親は,作 者が28才の とき自殺 している。それが,作 者の強烈な
オブセッシ ョンになって,一方では父親への侮蔑,他 方では彼 自身のマッチ









ヘ ミング ウェイの この作品が,『マザー グース』の 「10人のち っち ゃなイ
ン デ ィアン」 を連想 させ るタイ トル になっているのは,な ぜだろ うか。歌 の
なかで は,10人の インデ ィア ンが,次 々 と(死 んで)姿 を消 してい く。 ま
ず,「食事 に行 っての どをつま らせて,次 に寝過 ご して,続 いて旅行先 で,
また薪 を割 っていて,… 」死 んだ り姿 を消 した りしてい く。 そ して最後 に残
った10人めは,「結婚 を して,誰 もいな くな った」 のであ る。ち なみ に,英





最 後 に 残 っ て い た イ ン デ ィ ア ン が 消 え て い っ た 理 由 は,結 婚 に よ る も の で あ
っ た 。 結 婚 こ そ が,「 誰 も い な く な っ た 」 原 因 で あ っ た 。 す な わ ち,結 婚 は
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いわば"Nada"(「無」"ACIeanWell-LightedPlace"(385))の根源 であ り,
呪われて よいのだ。
い ささか強引な理屈 をこね ることにな り,気 が ひけ な くもな いが,『マザー
グース』 の この歌 は,ヘ ミング ウェイの意識のなかで,こ の作家独 自の人生
観,結 婚観 の根幹 に触 れ るところがあ ったのだ ろう。 そ してその こ とは,ヘ
ミソグ ウ ェイの 「10人の インデ ィアン」 にも反 映 してい るの であ る。 すな
わち,ヘ ミングウ ェイは 『マザ ーグース』 を引いて,言 外 に 自分 自身の結婚
観 をに じませ たの であ ろ う。 つま り,こ の作品 の父親 の描 き方 にみ られ,そ
して作品解釈の伏線 となる,結 婚や恋愛 をネガ テ ィブに見 る観点 を。






は,ニ ック少年の父親の発言が 〈信頼できるものかどうか〉 という1点 を
基点にして,多 角的な考察を進めることができたのではないだろうか。それ









(3)2003年度 明治 大 学 政 治 経 済学 部1年 「演 習A」(木 曜 日,「ア メ リカ の短 編 小説 を
読 む」)の ゼ ミナ ー ル で。 発言 者 は,T.山 本君(2003年,6月)。
(4)"TenIndians"およびHemingwayの短 編 作 品 の テキ ス トは,TheShortStoriesof
E〃nestHemingzvay(Char】esScribner'sSons,1968)によ る。 そ こ か らの 引用 の ペ ー
ジ は カ ッコ 内 に 記 す。 な お,E.ヘ ミソ グ ウ ェ イ(高 見 浩 訳),『わ れ らの時 代 ・男 だ
け の世 界』(新 潮文 庫,1996年)を 大 い に 参考 に さ せ て い た だ い た 。
(5)上記 の 高 見 治 民 の 訳 語 に よ る。(氏 が 訳 稿 を 作 りあ げ る際 に 幾 多 の助 言 を仰 い だ
明治 大 学 教 授 のMarkPetersen氏に よれ ば,高 見 訳 の ヘ ミソ グ ウ ェイは,従 来 の わ
が 国の ヘ ミン グ ウ ェ イ理 解 を,大 幅 に 改革 し,斬 新 な もの に した との こ とで あ る)。
(6)今村 楯 夫,「 ニ ック と森 とイン デ ィア ン 」,『ヘ ミン グ ウ ェ イを 横 断 す る:テ ク ス
トの 変 貌 』 日本 ヘ ミ ン グ ウ ェイ協 会 編,(本 の 友 社,1999),pp.96-7.
(7)ここ で ニ ック の 心 が い くら高 揚 して い た に し て も,靴 を履 き忘 れ て 家 に帰 っ て く
る とい う の も妙 で あ る。 だ が,こ の 作 品 の 背 景 とな る時 代 の ア メ リカ の 田舎 の 子 供
た ち は,町 に 出 る と き以 外 には裸 足 で い る こ とが多 か った の か も しれ ない 。 例 え ば,





(9)その ほ か に も,"AftertheFourth"とい う題 名 の 候 補 もあ っ た と い う。Young,
Philip."BigWoodOutThere:TheNickAdamsStories,"TheShortStoriesofEr-
nestHemingwのy:CriticalEssaysed.byJacksonJ.Benson(DukeU.P.)p.32.
⑩ この あ た りの 夫 妻 の 会 話(「 た とえ 女 の 子 に も て た っ て ど う って こ と は な い 。 お
父 さん を み て ご らん よ 」/「 そ うね,い つ もそ う お っ し ゃ っ て るわ ね 」 …)は 飛 躍
が あ って,そ の 論 理 の推 移 は,読 者 の想 像,解 釈 に 委 ね られ て い る の で あ る 。 特 に
上 の 下 線 部 は どの よ うに 解 す れ ば い い の だ ろ う か。 た とえ ば,〈 た と え若 い こ ろ に
もて な くて も,今 は ち ゃ ん とこ ん な い い 奥 さ ん を要 っ て い るん だ か ら〉,と い う意
味 な の か,あ るい は そ れ と も,〈若 い ころ に どん な に もて た っ て,所 詮1人 の 女 の
人 としか 結 婚 で き な い ん だ か ら〉 とい っ た(当 時 の 作 者 の 切 実 な 思 い に 通 じる よ う
な)意 味 合 い な の だ ろ うか 。
ω この 個 所 の 解 釈 に つ い て もゼ ミ生 の 読 み方 も多 様 で,文 中 の よ うな 捉 え方((特
に 後 者,K.只 野)の ほ か に,た とえ ば,〈 あ な た も若 い ころ に は,イ ン デ ィア ン の
恋 人 に ふ られ た こ とがあ った ん で す もの ね〉(Y.服部,R.堀 場),〈い く ら物 好 きの
あ な た で も,今 で も イ ン デ ィア ン の娘 に 手 を 出 して な ん か い な い ん で し ょ うね一 〉
(M.中島,T.小 長 谷),〈イン デ ィ アン の 娘 は 遊 ぶ に は い い 相 手 だ わね 〉(S.辻)な
ど,そ れ ぞ れ面 白 く,し か もそ れ な りに妥 当 と思 わ れ る もの が あ っ た。
⑫UAの フ ラ イ トア テ ン ダ ン トの 言 葉 か ら。(1995年9月)
⑯ 先 住 民 の お お らか さ につ い て は,E.Hemingway,"FathersandSons,"TheShort
StoriesofErnestHemingway,pp.493,495.また こ れ に つ い ての 評 論,SusanS.Bee・
gel,``SecondGrowth:TheEcologyofLossin`FathersandSons'"op.cit.pp.87-9.
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ま た,ヘ ミ ソ グ ウ ェ イ の 自然 観 に 関 し て は,Svoboda,FredericJ."TheGreat
ThemesinHemingway:Love,War,Wildemess,andLoss,"AHiStoricalGuidetoEr-
nestHemingwayed.byLindaWagner・Martin(OxfordU.P.)pp.158-9.,Beege1,




㈹ た だ,こ の よ う な 解 釈 は 大 学1年 生 の ゼ ミ生 に は,い さ さ か 受 け 入 れ が た い よ う
で あ っ た 。 普 通 の 失 恋 の 物 語 と し て の 読 み の 方 が い い ら し い 。 も っ と も 男 子 学 生 の
な か に は,こ の 解 釈 に 納 得 す る も の が 少 な く な か っ た が 。
㈹Young,Philip.op.citpp.32-3,およ びSusanEBeege1,0p.cit,pp.87-8,104
(notes)モデ ル の 少 女PrudenceBoultonはDickBoultonの娘 で,作 者 の 母 親 の メ
イ ド を し て い た と い う 。 こ の 時,作 者 は15才 でPrudenceは12才,弟 はWilliam9
才 で,ち ょ う ど"FathersandSons"の 人 物Nick,Trudy,Billyの年 齢 に ぴ っ た り










,""CrossCountrySnow,"など が,ま たMenWithoutWomenの な
か の``HillsLikeWhiteElephant,""InAnotherCountry,""ACanaryforOne"がな









㈱ 藤 野 紀 男,『 マ ザ ー グ ー ス 案 内 』(大 修 館,1987),pp.231-5.
(いけうち ・まさなお 政治経済学部教授)
